
１．単元で取り上げる指導事項を確認する。

２．単元の目標と言語活動を設定する。

例えば、第３学年及び第４学年「Ｃ 読むことウ」では、学習指導要領解説を読んで確認すると、「目的を意

識して、中心となる語や文を見付けて要約すること」の中で、「文章の内容を正確に把握した上で、元の文
章の構成や表現をそのまま生かしたり自分の言葉を用いたりして文章の内容を短くまとめる」力を身に付
けさせることが必要であると確認できます。

① 年間指導計画等を基に、本単元で取り上げる指導事項を確認しましょう。

② 当該単元で指導する指導事項について、学習指導要領解説のページを開い
て、具体的な内容や系統性を確認しましょう。

③ 育成を目指す資質・能力に関する児童の実態や既習事項を確認しましょう。

確認した本単元の指導事項と当該学年の
「学びに向かう力、人間性等」の目標から単
元の目標を設定します。① 単元の目標を設定しましょう。

⑴ 「知識及び技能」の目標
⑵ 「思考力、判断力、表現力等」の目標

基本的に指導事項の文末を「～できるようにする。」
として示す。

⑶ 「学びに向かう力、人間性等」の目標

いずれの単元においても、当該学年の「学びに向か
う力、人間性等」の目標に示されている「言葉が持つ
価値～思いや考えを伝え合おうとする。」までを示し、
文末は「～するようにする。」として示す。

② 言語活動を設定しましょう。

言語活動例を参考に目標を実
現するために適した言語活動を
設定します。この時に併せて行
う必要があるのが「学習者の視
点に立った教材研究」です。児
童の実態に応じ、教科書を含め
た素材をどのように教材化し、ど
のような手段（言語活動等）に
よって資質・能力を育成するの
かを考えることが重要です。

また、実際に言語活動を教師
が行ってみて、資質・能力の育
成が図られるかを確認すること
も大切です。

＜素材研究にチャレンジ！＞

○素材研究とは･･･素材自体がもっている特徴を明らかにすること。

【例】「世界にほこる和紙」（「国語４下はばたき」（光村図書）

○どのような文章構造になっているか
・「はじめ」（①②） 「中」（③～⑨） 「おわり」（⑩）
・「中」は③～⑥と⑦～⑨に分かれる
○要約のポイントとなる中心となる文と具体例
・筆者の考え･･･より多くの人に和紙を使って欲しい。
・和紙のよさ・・・➤やぶれにくくながもちする特徴（よさ）がある

➤わたしたちは和紙の風合いを美しいと感じ、自
分の気持ちを表す方法の１つとして選んできた

（言語活動） 伝統文化について調べて分かったこと
をもとに、自分の考えを伝えよう。

＊素材の特徴を生かし、指導事項を身に付けさせるためには、どのような
言語活動が必要か？

早わかり！単元計画の作成手順 ～小学校国語第３・４学年「Ｃ読むこと」を例に～

単元の指導計画（例）４．「指導と評価の計画」を作成する。

５．単元の評価計画をもとに、本時の評価規準を具体的にする

３．単元の評価規準を設定する。

＜評価規準作成のポイント＞

○「知識・技能」及び「思考・判断・表現」の評価規準作成のポイント
・基本的に、当該単元で育成を目指す資質・能力に該当する指導事項について、その文末を
「～している。」として、評価規準を作成する。
・育成したい資質・能力に照らして、指導事項の一部を用いて評価規準を作成することもある。
・「思考・判断・表現」の評価規準については、その冒頭に、当該単元で指導する一領域につい
て、「（領域名）において」と明記する。

○「主体的に学習に取り組む態度」の評価規準作成のポイント
・「粘り強さを発揮してほしい内容と自らの学習を調整しようとする側面の双方を適切に評価で
きる評価規準を作成する。
・次の①～④の内容を全て含め、単元の目標や学習内容等に応じて、その組合せを工夫して作
成する。〔①粘り強さ ②自らの学習の調整 ③他の２観点において重点とする内容 ④当該単元の言語活動〕

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

主語と述語の関係、修飾と被修
飾の関係、指示する語句と接続
する語句の役割、段落の役割に
ついて理解している。（⑴カ）

「読むこと」において、目的
を意識して、中心となる語や
文を見付けて要約している。
（Ｃ⑴ウ）

粘り強く、文章を読んで理解
したことに基づいて、考えをも
ち、学習課題に沿って、まとめ
たことを伝えようとしている。

作成例

「指導と評価の計画」を基に、「Bと判断する児童」について、具体的な姿を想定し、本時
の評価規準を設定しましょう。

「指導と評価の計画」を作成する際には、主たる学習活動の流れに沿って、どの時間に何を評価する
かを整理します。

このとき、評価する内容は、「単元の評価規準」と対応していることが重要です。評価方法についても、
評価する内容をそれぞれ評価するために、どのような方法で評価するかを確認しておきましょう。

また、児童全員の学習状況を記録に残す場面の精選するとともに、単元の目標の達成状況を確実に
把握するため、「指導と評価の計画」を立てることが重要であることをご確認ください。

＜評価規準の具体例＞ 第４時
例文を参考にしながら、各まとまりの「中心となる語や文」を、筆者が 「例としてあげている部

分」と区別して捉え、表に整理している。

国語



（２）人々の健康や生活環境を支える事業について、学習の問題を追究・解決する活動を通して、
次の事項を身に付けることができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

（イ）廃棄物を処理する事業は、衛生的な処理や資源の有効利用ができるよう進められていることや、
生活環境の維持と向上に役立っていることを理解すること。

（ウ）見学・調査したり地図などの資料で調べたりして、まとめること。

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。

（イ）処理の仕組みや再利用、県内外の人々の協力などに着目して、廃棄物の処理のための事業の様子を捉え、
その事業が果たす役割を考え、表現すること。

※「学びに向かう力、人間性等」については、学習指導要領において、内容のまとまりごとに示されていません。
よって、該当学年の目標の（３）を確認します。

［第４学年］
（３）社会的事象について、主体的に学習の問題を解決しようとする態度や、よりよい社会を考え学習したことを

社会生活に生かそうとする態度を養うとともに、思考や理解を通して、地域社会に対する誇りと愛情、地域社会
の一員としての自覚を養う。

１．指導内容（指導事項）を確認する ・・・・・ 「学習指導要領解説」を読みましょう！

２．単元の目標を設定する・・・・・・・・・単元でどんな力をつけるのか明確にしましょう！

○指導するべき内容を指導者が分かっていなければ、子どもに力をつけることはできません。
○この単元については、 「学習指導要領」に、下のような指導内容が示されています。
○アは、知識及び技能です。イは、思考力、判断力、表現力等です。

○指導内容をしっかり理解した上で、単元の目標を設定します。
○４つの要素を踏まえ、以下のように単元の目標を表します。

廃棄物を処理する事業 について、

処理の仕組みや再利用、県内外の人々の協力などに着目して、

見学・調査したり地図などの資料で調べたりしてまとめ、

廃棄物の処理のための事業の様子を捉え、その事業の果たす役割を考え、表現することを通して、

廃棄物を処理する事業は、衛生的な処理や資源の有効利用ができるよう進められていることや、
生活環境の維持と向上に役立っていることを理解できるようにするとともに、

主体的に学習問題を追究・解決し、学習したことを基に地域社会の一員として自分たちが協力できるこ
とを考えようとする態度を養う。

① 単元において中心となる学習対象

② 単元において重視する「知識及び技能」⇒アの（イ）と（ウ）を踏まえる

③ 単元において重視する「思考力、判断力、表現力等」⇒イの（イ）を踏まえる

④ 単元において重視する「学びに向かう力、人間性等」⇒〔第４学年〕１目標の（３）を踏まえる

４つの要素

早わかり！単元計画の作成手順
～小学校 社会 第４学年
「廃棄物を処理する事業」を例にして～

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①Ｅ処理の仕組みや再利用、県
内外の人々の協力などについ
てＣ見学・調査したり地図など
の資料などで調べて、必要な
情報を集め、読み取り、Ｆ廃棄
物の処理のための事業の様子
を理解している。

②調べたことを白地図や図表、文
などにまとめ、Ｂ廃棄物を処理
する事業は、衛生的な処理や
資源の有効利用ができるよう
進められていることや、生活環
境の維持と向上に役立ってい
ることを理解している。

①Ｅ処理の仕組みや再利用、県内
外の人々の協力などに着目して、
問いを見いだし、Ｆ廃棄物の処
理のための事業の様子について
考え表現している。

②ごみや下水などの廃棄物を処理
する仕組みや人々の協力関係と
地域の良好な生活環境を関連
付けてＧ廃棄物の処理のための
事業が果たす役割を考えたり、
学習したことを基にごみの減量
や水を汚さない工夫など、自分
たちが協力できることを考えたり
選択・判断したりして、適切に表
現している。

①Ａ廃棄物を処理する事業について、
予想や学習計画を立て、学習を
振り返ったり見直したりして、学習
問題を追究し、解決しようとしてい
る。

②学習したことを基にごみの減量や
水を汚さない工夫など、自分たち
が協力できることを考えようとして
いる。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①Ｅなどについて Ｃなどで調べて、
必要な情報を集め、読み取り、
Ｆを理解している。

②調べたことをＤや文などにまと
め、Ｂを理解している。

①Ｅなどに着目して、問いを見いだ
し、Ｆについて考え表現している。

②○と○を（比較・関連付け、総合
など）してＧを考えたり、学習した
ことを基に社会への関わり方を
選択・判断したりして、適切に表
現している。

①Ａ（に関する事項）について、予想
や学習計画を立て、学習を振り
返ったり見直したりして、学習問題
を追究し、解決しようとしている。

②よりよい社会を考え、学習したこと
を社会生活に生かそうとしている。

○社会では、学習指導要領の記述形式と評価規準のフォーマットが下のように連動しています。

３．単元の評価規準を設定する・・・・・評価のための判断のよりどころを決めましょう！

(1) Ａについて、学習の問題を追究・解決する活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。
ア 次のような知識や技能を身に付けること

(ｱ)  Ｂを理解すること
(ｲ) Ｃなどで調べて、（Ｄなどに）まとめること

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること
(ｱ)  Ｅなどに着目して、Ｆを捉え、Ｇを考え、表現すること

○フォーマットに沿って、学習指導要領にあるＡ～Ｇの内容を当てはめます。
※Ｄの内容がない場合は、学習指導要領解説にある記述を参考にして記述します。

○「社会への関わり方」と「よりよい社会を考え、～生かそうとしている。」の箇所は、学習指導
要領にある「内容の取扱い」の記述を参考にして、より具体的に記述します。

○「○と○を」の箇所は、学習指導要領解説にある記述を参考にして記述します。

○上表には、６つの評価規準があります。次に、この６つを単元の指導計画に従って分配して
いきます。

社会



時 学習活動 評価規準 評価の方法

１ ○家や学校等から出るたくさん
のごみの行方について話し合
い、学習問題をつくる。

＜思考・判断・表現の①＞
処理の仕組みや再利用、県内外の人々の協力

などに着目して、問いを見いだし、廃棄物の処
理のための事業の様子について考え表現してい
る。

【発言分析】【記述分析】
発言内容やノートの記述内容
から「処理の仕組みや再利用
などに着目して、問いを見い
だしているか」を評価する。

２ ○学習問題の解決に向けて予想
や学習計画を立てる。

＜主体的に学習に取り組む態度の①＞
廃棄物を処理する事業について、予想や学習

計画を立て、学習を振り返ったり見直したりし
て、学習問題を追究し、解決しようとしている。

【発言分析】【記述分析】
発言内容、ノートの記述内容
や学習計画表から「学習問題
の解決に向けた予想や学習計
画を立て、解決の見通しを
もっているか」を評価する。

（中 略）

９ ○学習問題について調べたこと
や話し合ったことに基づいて、
ごみの処理の仕組みや経路、
人々の協力関係などについて
図や文にまとめる。

＜知識・技能の②＞
調べたことを白地図や図表、文などにまとめ、

廃棄物を処理する事業は、衛生的な処理や資源
の有効利用ができるよう進められていることや、
生活環境の維持と向上に役立っていることを理
解している。

【記述分析】
ノートの記述内容から「廃棄
物を処理する事業は、衛生的
な処理や資源の有効利用がで
きるよう進められていること
や、それらは生活環境の維持
と向上に役立っていることを
理解しているか」を評価する。

10 ○様々な立場からごみを減らす
ための呼びかけをしているこ
とについて話し合い、ごみを
減らすために自分たちにでき
ることは何かを考え、発表し
合う。

○ごみを減らすために自分たち
にできることについてノート
に自分なりの考えをまとめる。

＜思考・判断・表現の②＞
ごみや下水などの廃棄物を処理する仕組みや

人々の協力関係と地域の良好な生活環境を関連
付けて廃棄物の処理のための事業が果たす役割
を考えたり、学習したことを基に、ごみの減量
や水を汚さない工夫など、自分たちが協力でき
ることを考えたり選択・判断したりして表現し
ている。
＜主体的に学習に取り組む態度の②＞
学習したことを基にごみの減量や水を汚さな

い工夫など、自分たちが協力できることを考え
ようとしている。

【記述分析】【発言分析】
ノートの記述内容や発言内容
から「学習したことを基に、
ごみを減らすために、自分た
ちが協力できることを考えた
り選択・判断したりして表現
しているか」を評価する。

【記述分析】
ノートの記述内容から「単元
の学習を振り返り、ごみを減
らすために、自分たちが協力
できることを考えようとして
いるか」を評価する。

単元の指導計画（例）第４学年社会科「廃棄物を処理する事業」

４．指導と評価の計画を作成する

○単元の評価計画を単元の展開計画と合わせて作成していきます。
○全１０時間の中で、何時間目にどの観点のどの評価規準について、どのような方法で
評価するのか、計画を立てます。

※ゴシック文字は、評価した
ことを記録に残す場面

調べたことを白地図や図表、文などにまとめ、廃棄物を処理する事業は、衛生的な処理や資源の
有効利用ができるよう進められていることや、生活環境の維持と向上に役立っていることを理解し
ている。

【単元の評価計画にある第９時の評価規準】

「おおむね満足できる状況」と評価

２つの施設で聞いたイ
ンタビュー内容に着目
させ、資源の有効活用
や環境面への配慮等の
共通点を見いだすよう
支援を行う。

「努力を要する状況」と評価

清掃工場とリサイクルセンターについて、取組とその共通点についてベン図に整理し文でまとめ、
廃棄物を処理する事業は、衛生的な処理や資源の有効利用ができるよう進められていることや、生
活環境の維持と向上に役立っていることを理解している。

５．単元の指導計画（指導と評価の計画）をもとに、本時の評価規準を具体的にする

【具体的にした第９時の評価規準】

・リユース
・温水
プール

・スラグ

・再利用
・環境
・協力
・努力

・最後のごみ
→うめる

・ペットボトル
→服に

清掃工場 リサイクルセンター

Ｂ児のベン図

・リユース
・温水
プール

・スラグ

・最後のごみ
→うめる

・ペットボトル
→服に

清掃工場 リサイクルセンター

Ｃ児のベン図

具体的な支援

具体的にする



知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に
取り組む態度

① 角柱や円柱の体積について、立
方体や直方体の場合の体積の求
め方を基にして、計算によって
求めることができることを理解
している。

② 角柱や円柱の体積は、(底面積)
×（高さ）で求めることができ
ることを理解し、角柱や円柱の
体積を求めることができる。

① 角柱、円柱の体積の求め方につ
いて、図形を構成する要素など
に着目して、既習の立方体、直
方体の体積の求め方を基にした
り、図形の面積の学習と関連付
けたりして考えている。

② 体積の求め方を振り返り、式か
らどんな角柱も円柱も､(底面積)
×(高さ)で求めることができる
ことに気付き、公式として捉え
直している。

① 角柱、円柱の体積を求める公式
をつくる際に、簡潔かつ的確な
表現に高めようとしている。

② 底面積と高さが分かれば、公式
に当てはめることで角柱や円柱
の体積を求めることができるよ
さに気付いている。

③ 角柱、円柱の体積の求め方を、
進んで生活や学習に活用しよう
としている。

（１）角柱や円柱の体積の計算による求め方について理解し、角柱や円柱、複合図形の体積を公式
を用いて求めることができる。

（２）図形を構成する要素に着目し、直方体や立方体の体積の求め方を基に、角柱や円柱の体積の
求め方を見いだすとともに、その表現を振り返り、簡潔かつ的確な表現に高め、公式として
導くことができる。

（３）直方体や立方体の体積の求め方を基に考えると角柱や円柱の体積を求めることができるとい
うよさに気付き、角柱や円柱の体積を求めようとしたり、見いだした求積方法や式表現を振
り返り、簡潔かつ的確な表現に高めようとしたりしている。

早わかり！ 単元計画の作成手順

１．指導内容（指導事項）を確認する ・・・・・ 「学習指導要領解説」を読みましょう！

○指導するべき内容を指導者が分かっていなければ、子どもに力をつけることはできません。
○ 「学習指導要領解説」には、下のように指導内容が示されています。
○アは、知識及び技能です。イは、思考力、判断力、表現力等です。

立体図形の体積に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に
付けること。

(ｱ) 基本的な角柱及び円柱の体積
の計算による求め方について
理解すること。

イ 次のような思考力、判断力、表
現力等を身に付けること。

(ｱ) 図形を構成する要素に着目し、
基本図形の体積の求め方を見い
だすとともに、その表現を振り
返り、簡潔かつ的確な表現に高
め、公式として導くこと。

※解説書には、学びに向かう力、
人間性等については、直接
的には示されていません。

該当学年の目標の欄に、記載さ
れている事柄を参考に作成する。

２．単元の目標を設定する・・・・・・・・・単元でどんな力をつけるのか明確にしましょう！
○算数科の当該学年の学年目標と内容のまとまりで示された内容をもとに、必要な記述を抜き出して
単元の目標を設定します。
○(1)が知識及び技能。(2)が思考力、判断力、表現力等。(3)学びに向かう力、人間性等です。

３．単元の評価規準を設定する・・・・・評価のための判断のよりどころを決めよう！

算数では、下のような評価規準のフォーマットが示されています。

○上表には、７つの評価規準があります。次に、この７つを単元の指導計画に従って分配していきます。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・文末を「～している」「～でき
る」として、評価規準を作成する。

・文末を「～している」として、
評価規準を作成する。

・文末を「～している」として、
評価規準を作成する。

指導内容を確認しながら、フォーマットに則って設定します。

～小学校 算数 第６学年「角柱及び円柱
の体積」を例にして～

時 学習活動 本時の評価規準 評価方法

１

四角柱の体積の
求め方を、直方
体の体積の求め
方を基に類推し
図や式を用いて
考える。

＜思考・判断・表現①＞
角柱、円柱の体積の求め方について、図形を構成す
る要素などに着目して、既習の立方体、直方体の体
積の求め方を基にしたり、図形の面積の学習と関連
付けたりして考えている。

＜主体的に学習に取り組む態度①＞
角柱、円柱の体積を求める公式をつくる際に、簡潔
かつ的確な表現に高めようとしている。

【行動観察】
四角柱の体積の求め方を既習事項と関連付
けて考えているかを評価する。

【行動観察】
四角柱の体積を求める式を底面積を使って
見直そうとしているかを評価する。

２

三角柱の体積の
求め方を考え、
これまでの体積
の求め方を振り
返り、角柱の体
積を求める公式
を導き出す。

＜知識・技能①＞
角柱や円柱の体積について、立方体や直方体の場合
の体積の求め方を基にして､計算によって求めること
ができることを理解している。

◎＜思考・判断・表現①＞
角柱、円柱の体積の求め方について、図形を構成す
る要素などに着目して、既習の立方体、直方体の体
積の求め方を基にしたり、図形の面積の学習と関連
付けたりして考えている。

【行動観察】
角柱の体積を、公式を用いて求めることが
できているかを評価する。

【ノート分析】
三角柱の体積も、底面積×高さで求めるこ
とができる理由を記述できているかを評価
する。

３

円柱の体積の求
め方を考え、角
柱、円柱の体積
を求める公式を
まとめる。

＜知識・技能②＞
角柱や円柱の体積は、（底面積）×（高さ）で求め
ることができることを理解し、角柱や円柱の体積を
求めることができる。

【行動観察】
柱体の体積を、公式を用いて求めることが
できているかを評価する。

４

直方体を組み合
わせた図形の体
積の求め方を、
底面に着目して
考える。

◎＜思考・判断・表現②＞
体積の求め方を振り返り、式からどんな角柱も円柱
も、(底面積)×(高さ)で求めることができることに
気付き、公式として捉え直している。

＜主体的に学習に取り組む態度②＞
底面積と高さが分かれば、公式に当てはめることで
角柱や円柱の体積を求めることができるよさに気付
いている。

【ノート分析】
直方体を組み合わせた立体の体積も、底面
積×高さで求めることができる理由を記述
できているかを評価する。

【行動観察】
直方体を組み合わせた立体の体積も公式を
使って求められることのよさに気付いてい
るかを評価する。

５

単元全体の学習
内容についての
定着を確認する。
(単元末テスト)

◎＜知識・技能②＞
角柱や円柱の体積は、（底面積）×（高さ）で求め
ることができることを理解し、角柱や円柱の体積を
求めることができる。

◎＜主体的に学習に取り組む態度③＞
角柱、円柱の体積の求め方を、進んで生活や学習に
活用しようとしている。

【単元末テスト】
柱体の体積を、公式を用いて求めることが
できているかを評価する。

【単元末テスト】
生活や学習に活用しようとしているかを評
価する。

新大分スタンダードの視点「習熟の程度に応じた指導」

第４時の評価規準【具体的に表記】

直方体を組み合わせた立体を角柱とみることで、その体積も、（底面積）×（高さ）で求めることができる
ことに気付き、その求め方を説明している。

立体を分けて体積を求める方法しか理解できない。
どの面を底面にすればよいか気付くことができない。

「おおむね満足できる状況」と評価 「努力を要する状況」と評価

立体模型を使うなどして、底面を視覚的にとらえられるよう
にして、（底面積）×（高さ）で体積を求めることができる
ことを理解できるよう支援を行なう。

直方体を組み合わせた図形の体積を、どの面を底面に
して考え、既習の公式を用いて求めたのかを記述して
いる。

４．単元の評価計画を作成する

○単元の評価計画を単元の展開計画と合わせて作成していきます。
○全５時間の中で、何時間目にどの観点のどの評価規準について、どのような方法で評価するのか計画を立てます。

小学校第６学年「角柱及び円柱の体積」単元の指導計画（例）

５．単元の評価計画をもとに、本時の評価規準を具体的にする

◎･･･記録に残す評価

算数



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①日陰は太陽の光を遮るとでき，
日陰の位置は太陽の位置の変化
によって変わることを理解して
いる。

②地面は太陽によって暖められ，
日なたと日陰では地面の暖かさ
や湿り気に違いがあることを理
解している。

③太陽と地面の様子との関係につ
いて，器具や機器などを正しく
扱いながら調べ，それらの過程
や得られた結果を分かりやすく
記録している。

①太陽と地面の様子との関係につ
いて，差異点や共通点を基に，
問題を見い出し，表現するなど
して問題解決している。

②太陽と地面の様子との関係につ
いて，観察，実験などを行い，
得られた結果を基に考察し，表
現するなどして問題解決してい
る。

①太陽と地面の様子との関係につ
いての事物・現象に進んで関わ
り，他者と関わりながら問題解
決しようとしている。

②太陽と地面の様子との関係につ
いて学んだことを学習や生活に
生かそうとしている。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・（ア）を理解している。
・（イ）を理解している。
・（Ａ）について、器具や機器な
どを正しく扱いながら調べ，そ
れらの過程や得られた結果を分
かりやすく記録している。

・（Ａ）について，差異点や共通
点を基に，問題を見い出し，表現
するなどして問題解決している。

・（Ａ）について，観察，実験な
どを行い，得られた結果を基に考
察し，表現するなどして問題解決
している。

・（Ａ）についての事物・現象に進
んで関わり，他者と関わりながら
問題解決しようとしている。

・（Ａ）について学んだことを学習
や生活に生かそうとしている。

太陽と地面の様子との関係について、日なたと日陰の様子に着目して、

それらを比較しながら調べる活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

日なたと日陰の様子に着目して，それらを比較しながら，太陽の位置と地面の様子を調べる活動を通して，

それらについての理解を図り，観察，実験などに関する技能を身に付けるとともに，

主に差異点や共通点を基に，問題を見いだす力や主体的に問題解決しようとする態度を育成する。

ア 次のことを理解するとともに、観察、
実験などに関する技能を身に付けること。

（ア）日陰は太陽の光を遮るとでき、日
陰の位置は太陽の位置の変化によって
変わること。

（イ）地面は太陽によって暖められ、日
なたと日陰では地面の暖かさや湿り気
に違いがあること。

イ 日なたと日陰の様子について
追究する中で、差異点や共通点
を基に、太陽と地面の様子との
関係についての問題を見いだし、
表現すること。

※解説書には、学びに向かう
力、人間性等については、
直接的には示されていません。

該当学年の目標の欄に、記
載されている事柄を参考に
作成する。

早わかり！単元計画の作成手順

１．指導内容（指導事項）を確認する ・・・・・ 「学習指導要領解説」を読みましょう！

２．単元の目標を設定する・・・・・・・・・単元でどんな力をつけるのか明確にしましょう！

３．単元の評価規準を設定する・・・・・評価のための判断のよりどころを決めよう！

○指導するべき内容を指導者が分かっていなければ、子どもに力をつけることはできません。
○ 「学習指導要領解説」には、下のように指導内容が示されています。
○アは、知識及び技能です。イは、思考力、判断力、表現力等です。

○指導内容をしっかり理解した上で、単元の目標を設定します。
○２行目が知識及び技能です。３行目が思考力、判断力、表現力等と学びに向かう力、人間性等です。

○上表には、７つの評価規準があります。次に、この７つを単元の指導計画に従って分配していきます。

理科では、下のような評価規準のフォーマットが示されています。

指導内容を確認しながら、フォーマットに則って設定します。

～小学校 理科 第３学年
「太陽と地面の様子」を例にして～

時 学習活動 評価規準 評価の方法

１ ○屋外に出て影の写真を撮り、撮
影した写真を比較し、問題を見
い出す。

＜思考・判断・表現の①＞
太陽と地面の様子との関係について，差異点や
共通点を基に，問題を見い出している。

【記述分析】
問題を見い出せて
いるかを確認する。

２ ○問題を設定する
【問題】かげはどのようなところ

にできるのだろうか。

＜知識・技能の③＞

太陽と地面の様子との関係について，器具や機
器などを正しく扱いながら調べ，それらの過程
や得られた結果を分かりやすく記録している。

【記録分析】
影の形や長さ、向
きなどを分かりや
すく記録している
かを確認する。

３ ○影ふみを午前と午後の２回行い、
時間を変えて行った影ふみの写
真を比較し、自分なりの問題を
見い出す。

○どのようにしたら影ふみがより
上手にできるか話し合う。

＜思考・判断・表現の①＞
太陽と地面の様子との関係について，差異点や
共通点を基に，問題を見い出し，表現している。

【発言分析】
【記述分析】
問題を見い出し、
表現しているかを
評価する。

（中 略）

10 ○これまで学習したことをまとめ、
影ふみのコツを考え、「かげふ
みブック」を作成する。

＜知識・技能の①と②＞
①日陰は太陽の光を遮るとでき，日陰の位置は
太陽の位置の変化によって変わることを理解
している。

②地面は太陽によって暖められ，日なたと日陰
では地面の暖かさや湿り気に違いがあること
を理解している。

【記述分析】
①と②を、これま
での学習とつなげ
て理解しているか
を評価する

11 ○作成した「かげふみブック」を
参考に、再度影ふみをする。

○「かげふみブック」を見直す。

＜主体的に学習に取り組む態度の② ＞

太陽と地面の様子との関係について学んだこと
を学習や生活に生かそうとしている。

【行動観察】
【記述分析】
学習や生活に生か
そうとしているか
を評価する。

小学校３学年の理科「太陽と地面の様子」

太陽と地面の様子との関係について，差異点や共通点を基に，問題を見い出し，表現している。

【単元の評価計画にある第３時の評価規準】

B児
「木がゆれたら、かげもゆれるのか」

A児
「かげの位置は、時間によって

変わっているのだろうか」

「おおむね満足できる状況」と評価

もう一度写真を比較させ、２枚の写真から
差異点や共通点を基に問題を見いだすよう
支援を行う。

「努力を要する状況」と評価

単元の指導計画（例）

２回の影踏みを通して、時刻による影の位置の違いに着目して、問題を記述したり、疑問を感
じたりしている。

具体的にする

４．指導と評価の計画を作成する

５．単元の指導計画（指導と評価の計画）をもとに、本時の評価規準を具体的にする

○単元の評価計画を単元の展開計画と合わせて作成していきます。
○全１１時間の中で、何時間目にどの観点のどの評価規準について、どのような方法で評価するのか計画
を立てます。

○評価計画に設定したものを、そのまま活用
する場合もありますが、子どもの学習状況を
つかむには、より具体化することが大切です。

○B児は、時刻による影の位置の違いに着目し
ていません。だから、適切な支援が必要なの
です。

【具体的にした第３時の評価規準】

理科



２．単元の目標を作成する
（１） 単元を構成する内容について、学習指導要領に示された記載事項を確認する。 例：内容（６）

身近な自然を利用したり、身近にある物を使ったりするなどして遊ぶ活動を通して、遊びや遊びに使う物を工夫してつくるこ
とができ、その面白さや自然の不思議さに気付くとともに、みんなと楽しみながら遊びを創り出そうとする。

身近にある材料を利用して動くおもちゃをつくる活動を中心的な活動として、単元の目標を作成します。

（２） （１）と具体的な学習対象や活動に即して、単元の目標を作成する。

身の回りにある材料を利用して動くおもちゃを作ったり、遊んだりする活動を通して、遊びや遊びに使う物を工夫してつくること
ができ、その面白さや見えない力の不思議さに気付くとともに、みんなで協力して遊びを楽しもうとするようにする。

３．単元の評価規準を作成する
（１）単元の目標を確認する。
（２）単元の目標に示された資質・能力を踏まえ、単元の評価規準を作成する。
（３）学習指導要領解説において、各内容に示された資質・能力の記載事項を確認するとともに、

「具体的な内容のまとまりごとの評価規準」を参考に、小単元の評価規準を作成する。

評価 観点
規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

単元の
評価規準

身の回りにある材料を利用して動く
おもちゃを作ったり、遊んだりする活動
を通して、その面白さや見えない力の
不思議さに気付いている。

身の回りにある材料を利用して動く
おもちゃを作ったり、遊んだりする活動
を通して、遊びや遊びに使う物を工夫
してつくっている。

身の回りにある材料を利用して動く
おもちゃを作ったり、遊んだりする活動
を通して、みんなで協力して遊びを楽
しもうとしている。

１
① 身近にある材料を利用して、動く
おもちゃを作って遊べることに気付い
ている。

① 楽しみたい遊びを思い描きながら、
おもちゃ作りや遊びに使う物を選ん
でいる。

①自分の関心のあるおもちゃを見つけ
て、楽しく遊ぼうとしている。

② 動くおもちゃ作りに関心を持ち、
粘り強くおもちゃを作ろうとしている。

２
② 遊びの楽しさや遊びを工夫したり
遊びを創り出したりする面白さに気
付いている。

②友だちと比べたり、試したりしながら
動くおもちゃを工夫して作っている。

③ 友だちと相談したり、遊びを工夫
したりしながらおもちゃを作っている。

③“よく”動くおもちゃへの思いや願いを
もち、友達のよさを取り入れたり自
分との違いを生かしたりして、おも
ちゃを作ろうとしている。

３
③みんなで楽しく遊ぶ際、道具や用
具の準備や片付け、掃除、整理
整頓をしている。

④ おもちゃ広場の約束やルールを工
夫しながら遊んでいる。

④友だちと関わりながら、みんなで楽
しく遊ぼうとしている。

【単元の評価規準】

小
単
元
に
お
け
る
評
価
規
準

１．指導内容（指導事項）を確認する

例：内容（６）自然や物を使った遊び
身近な自然を利用したり、身近にある物を使ったりするなどして遊ぶ活動を通して、
遊びや遊びに使う物を工夫してつくることができ、
その面白さや自然の不思議さに気付くとともに、
みんなと楽しみながら遊びを創り出そうとする。

→ 具体的な活動や体験
→ 思考力、判断力、表現力等の基礎
→ 知識及び技能の基礎
→ 学びに向かう力、人間性等

生活科の内容は（１）～（９）があり、それぞれの内容は
「具体的な活動や体験」＋「資質・能力の三つの柱」で記載されています。
内容の構成を理解することが大切です。

早わかり！ 単元計画の作成手順
～小学校生活科 第２学年 「うごくおもちゃけんきゅうじょ」 を例にして～

→具体的な活動や体験と、資質・能力の三つの柱を構造的に示します！

学習指導要領解説生活編には、それぞれの内容について、「Aという資質・能力は、Bということである」
というように、具体的な記載事項が示されています。

複数の内容で単元を構成する場合は、各内容に示された資質・能力の
一部が単元から欠けることの内容に気を付けなければなりません。

→学習指導要領で確認しましょう！

４．指導と評価の計画を作成する

小単元名 学習活動 評価
規準

評価方法

1 動くおもちゃを
作って遊んでみ
よう。

（６時間）

〇教師が用意した動くおもちゃで遊んでみる。遊んだおもちゃの
中から、自分が作ってみたいおもちゃを選ぶ。遊んだ感想や、
作りたいおもちゃについてかく。

〇作りたいおもちゃの設計図を作る。
〇設計図をもとにおもちゃを作る。作ったおもちゃで遊んでみる。
最後に「“もっと”〇〇したい」という願いをもてるようにする。

態①

思①
態②
知①

行動観察

発言分析
研究ファイル（設計図、研究日
記）

2 もっと動くように
工夫しよう。

（６時間）

〇自分が作った動くおもちゃで遊んだり、友だちと一緒に試した
りしながら、“よく”動くようにするために、自分の動くおもちゃを
改良していく活動をしていく。

〇自分のおもちゃの工夫や困りを出し合い、よく動くおもちゃと
比べたり、アドバイスし合ったりして、自分なりの改良の見通
しをもつ。

〇おもちゃを改良しルールを作って遊んだり、さらに“よく”動くよう
に改良したりする。

〇自分が作ったおもちゃの不思議や発見、面白さや楽しさなど
を出し合い友だちと交流し合う。

態③

思②

思③

知②

行動観察・発言分析

発言分析・研究ファイル

行動観察・研究ファイル

発言分析・研究ファイル

3 作ったおもちゃ
を紹介したり、
一緒に遊んだり
しよう。

（６時間）

〇おもちゃを使った遊びやルールを工夫して、友だちと楽しく遊
ぶ活動を行う。

〇グループごとに、ルールを決め必要なものを考え、おもちゃ広
場の準備をする。

〇おもちゃ広場で遊ぶ。
〇「動くおもちゃ研究所」の学習を振り返って、思ったことや考え
たことを交流し合う。

態④

思④

知③

行動観察

発言分析・行動観察

研究ファイル

「友だちと比べたり、試したりしながら動くおもちゃを工夫して作っている。」

具体的な児童の姿（例）
・材料の大きさや重さなどの違いでおもちゃの動きがかわるかどうかを試している。
・風の力で動かすおもちゃが速く動くように、うちわのあおぎかたや風の当たる場所や広さを変えている。
など

第８時の評価規準

具体的にする

A児の姿
「おもちゃがはやくうごくようになるためには、風が
当たるところを広くして、風がよくあたるようにうち
わをあおぐといいよ。車がおもいと早くうごかない
から、かるいざいりょうをつかうといいよ。」

B児の姿
「Cさんのおもちゃは、車のタイヤの部分に同じ大
きさのキャップをつかっているよ。ぼくの車のタイヤ
は大きさがちがっているよ。」

「十分満足できる状況」と評価

発言分析や研究ファイルによって評価

「おおむね満足できる状況」と評価

同じ大きさのペットボトルキャップを使ってタイヤにする姿

〇全１８時間の授業の中で、１１の評価規準をどのように分配していくのか計画します。
〇単元の評価計画を、単元の指導計画と合わせて作成していきます。
〇指導と評価の計画は、いつ、どの小単元で、どの資質・能力を、どのような評価規準をもとに見取るか、につい
て表しています。

【指導と評価の計画（全１８時間）】

５．単元の指導計画（指導と評価の計画）をもとに、本時の評価規準を具体的にする

第８時の学習活動においては、思考・判断・表現の評価規準を以下のように設定したうえで、
その評価規準における具体的な児童の姿を想定し、評価を行っています。

生活



早わかり！題材計画の作成手順
１．指導内容を確認しよう！

２．題材の目標を設定しよう！

３．題材の評価規準を設定しよう！

～ 小学校 音楽 第４学年
「A表現・歌唱」 を例にして～

ア 歌唱表現についての知識や技能を得たり生かしたりしながら，曲の特徴
を捉えた表現を工夫し，どのように歌うかについて思いや意図をもつこと。

イ 曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりについて気付くこと。
ウ 思いや意図に合った表現をするために必要な次の（ｱ）から（ｳ）までの
技能を身に付けること。

（ｲ）呼吸及び発音の仕方に気を付けて，自然で無理のない歌い方で歌う技能
［共通事項］(1)
ア 音楽を形づくっている要素を聴き取り，それらの働きが生み出
すよさや面白さ，美しさを感じ取りながら，聴き取ったことと感
じ取ったこととの関わりについて考えること。

本題材の学習において，児童の思考・判断のよりどころとなる主な
音楽を形づくっている要素：「旋律」，「強弱」，「呼びかけとこたえ」

学習指導要領：歌唱のウ
では，「技能」について
(ァ)~ (ゥ)の3つの指導
事項が示されています。
本題材の指導のねらいに
応じて，一つ以上を扱う
ようにしましょう。※1

本題材で扱う学習指導要領の内容：歌唱ア・イ・ウ（イ），［共通事項］（1）

※1 小学校学習指導要領
解説音楽編p.117より

(1) 「とんび」の曲想と音楽の構造との関わりなどについて気付くとともに，思いや意図に合った音楽表現
をするために必要な技能を身に付ける。

(2) 「とんび」，の旋律，強弱，呼びかけとこたえを聴き取り，それらの働きが生み出すよさや面白さ，美し
さを感じ取りながら，聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え，曲の特徴を捉えた表現
を工夫し，どのように歌うかについて思いや意図をもつ。

(3) 旋律の特徴を生かして歌う学習に興味をもち，音楽活動を楽しみながら進んで歌唱の学習活動に取
り組む。

［共通事項］では，思考・
判断のよりどころとなる要
素を精選して設定します。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

• 「とんび」の曲想と音楽の構
造や歌詞の内容との関わり
に気付いている。

• 思いや意図に合った音楽表
現で「とんび」を歌うために
必要な，呼吸に気を付けて，
自然で無理のない歌い方を
身に付けて歌っている。

• 「とんび」の旋律，強弱，呼びか
けとこたえを聴き取り，それらの
働きが生み出すよさや面白さ，
美しさを感じ取りながら，聴き
取ったことと感じ取ったこととの
関わりについて考えている。

• 聴き取ったことと感じ取った
こととの関わりから，曲の特
徴を捉えた表現を工夫し，
どのように歌うかについて
思いや意図をもっている。

• 「とんび」の旋律の特徴を生
かして歌う学習に興味をも
ち，音楽活動を楽しみなが
ら進んで歌唱の学習活動に
取り組もうとしている。

表現領域では，「知識」「技能」
を分けて設定します。

知

技

思
①

態

題材名 旋律の特徴を生かして歌おう

「題材名」は，題材で身に付けさせたい
資質・能力を踏まえて，学習内容や学習
活動が想起できる内容を設定しましょう。
※単に，教材名を書くものではありません。

技

思

学

題材の目標は，育成を目指す資質・能力
の３つの柱に基づいて，それぞれ設定し
ます。

なお，鑑賞領域では「技能」
は指導しないため設定しません。

※「知識」のみ設定します。

思考・判断のよりどころとなる要素は，題材の目標や評価規準
などに共通して設定します。要素の数は，精選しましょう。

思
②

知

「思考・判断・表現」では，思考①「主として知覚感
受について」，思考②「主として思いや意図につい
て」に分けて設定すると，評価がしやすくなります。

「題材名」がしっかりで
きていると，題材の目標
や評価規準にも使えるね！

思

知

技

思

聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりから，曲の特徴を捉えた表現を工夫し，どのよ
うに歌うかについて思いや意図をもっている。

9小節～12小節の「ピンヨロ～」の歌唱表現について，「旋律」の特徴（「呼びかけとこたえ」）
から「強弱」を工夫し，どのように歌うかについて自分の考えをもっている。

４．指導と評価の計画を作成しよう！！

５．題材の指導計画をもとに，本時の評価規準を具体化しよう

題材全体の学習指導 評価の位置付け

時 主な学習内容

評価の観点と主な評価の対象

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に取
り組む態度

1

「とんび」の歌詞の表す様子
や旋律の特徴を捉える。

「とんび」の曲の特徴を捉え
て表現を工夫する。

2

「とんび」の「旋律，強弱，呼
びかけとこたえ」をよりどこ
ろにし，曲想と音楽の構造
や歌詞の内容との関わりに
気付く。

気付いたことを生かして音
楽表現を工夫し，思いや意
図をもつ。

3

前時のまでの学習を生かして，
思いや意図に合った表現をする
ために必要な，呼吸に気を付け
て，自然で無理のない歌い方を
身に付けて歌う。

知

技

思
②

態

思
①

記載している評価の計画は，全員の学習状
況を記録に残す場面なんだね。
この例では，「主体的に学習に取り組む態
度」の評価を3時に位置付け，1時から3時
までの状況を総括的に評価するんだね。

１.導入
合唱を行ない，前時の学習を振り返るとともに，
本時のめあてから学習の見通しをもつ。

２.展開
自分たちの歌声から，曲にふさわしい歌唱表現
を追究する。＊言語活動と合唱活動の往還

３.まとめ
合唱を行ない，曲にふさわしい歌唱表現を実現
できたか振り返る。

音楽発

音楽着

６．音楽活動を通して学習を深めよう！

第２時：思考・判断・表現②の評価規準

具体的にした第２時：思考・判断・表現②の評価規準

とんびが鳴きながら近付き，その後去っ
て行く様子を表したいから，最初の2小節
は で，後半の2小節は で歌おう。

「おおむね満足できる状況」と評価

歌詞が表す情景を意識せずに，ただ単に
大きな声で歌っている。

「努力を要する状況」と評価

努力を要する児童には，とんびが飛んでい
る様子について，「遠くかな？近くかな？」
など想像力を膨らませてあげましょう。

音楽科は，音楽活動を通して学習を深めていく
教科です。
日々の授業は，「音楽発－音楽着」となるよう
な構成で行ないましょう。

音楽発
音楽着

音楽



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

自分の感覚や行為を通して、
形や色などの組合せによる感
じなどが分かっている。

木やのこぎりを適切に使う
とともに、前学年までの木や
接着剤などについての経験を
生かし、手や体全体を十分に
働かせ、表したいことに合わ
せて表し方を工夫して表して
いる。

形や色などの組合せによる感じな
どを基に、自分のイメージをもちな
がら、木を切ったり組み合わせたり
して感じたことや想像したことから、
表したいことを見付け、形や色など
を生かしながら、どのように表すか
について考えている。
形や色などの組合せによる感じな

どを基に、自分のイメージをもちな
がら、自分たちの作品の造形的なよ
さや面白さ、表したいこと、いろい
ろな表し方などについて、感じ取っ
たり考えたりし、自分の見方や感じ
方を広げている。

つくりだす喜びを味わい進ん
で木を切ったり組み合わせた
りして立体に表したり、鑑賞
したりする学習活動に取り組
もうとしている。

早わかり！題材計画の作成手順
１．指導内容（指導事項）を確認する

３．題材の評価規準を設定する（文末を「～している」や「～しようとしている」に変える）

～小学校 図画工作 第３学年
「のこぎりザクザク生まれる形」を例にして～

①本題材が、どの内容のまとまりに該当するかを確認
②指導内容と評価の観点との関連を確認

「A表現」（１）イ

絵や立体、工作に表す活動を通して、感じたこと、想像したこと、見たことから、表した

いことを見付けることや、表したいことや用途などを考え、形や色、材料などを生かしな

がら、どのように表すかについて考えること。

「A表現」（２）イ

絵や立体、工作に表す活動を通して、材料や用具を適切に扱うとともに、前学年までの材

料や用具についての経験を生かし、手や体全体を十分に働かせ、表したいことに合わせて

表し方を工夫して表すこと。

「Ｂ鑑賞」（１）ア

身近にある作品などを鑑賞する活動を通して、自分たちの作品や身近な美術作品、製作の

過程などの造形的なよさや面白さ、表したいこと、いろいろな表し方などについて、感じ

取ったり考えたりし、自分の見方や感じ方を広げること。

〔共通事項〕（１）

ア自分の感覚や行為を通して、形や色などに気付くこと。

イ 形や色などを基に、自分のイメージをもつこと。

知識 技能 思考・判断・表現

２．題材の目標を設定する
①指導内容を基に題材の目標を作成（文末を「～させる」等指導者の立場で、
題材に合った文言に変える等）

【知識及び技能】
・自分の感覚や行為を通して、形や色などの組合せによる感じなどが分かるように

する。
・木やのこぎりを適切に使わせるとともに、前学年までの木や接着剤などについての経験
を生かし、手や体全体を十分に働かせ、表したいことに合わせて表し方を工夫して表すよ
うにする。

【思考力、判断力、表現力等】
・木を切ったり組み合わせたりして感じたことや想像したことから、表したいことを見付け、
形や色などを生かしながら、どのように表すかについて考えさせる。

・自分たちの作品の造形的なよさや面白さ、表したいこと、いろいろな表し方などについて、
感じ取ったり考えたりし、自分の見方や感じ方を広げさせる。

・形や色などの組合せによる感じを基に、自分のイメージをもたせる。
【学びに向かう力、人間性等】
・進んで木を切ったり組み合わせたりして立体に表したり鑑賞したりする活動に取り組ませ、
つくりだす喜びを味わわせるとともに、形や色などに関わり楽しく豊かな生活を創造でき
るよう指導する。

児童に資質・能力を確実に身に
付させるために「指導内容」、
「題材の目標」、「題材の評価
規準」を一貫したものにします。

知

技

発

鑑

態

発 鑑発想や構想に関する評価規準 鑑賞の能力に関する評価規準※

４．題材の指導と評価の計画を作成する （例） 小学校図画工作第３学年「のこぎりザクザク生まれる形」

形や色などの組合せによる感じなどを基に、自分のイメージをもちながら、木を切ったり組み
合わせたりして感じたことや想像したことから、表したいことを見付け、形や色などを生かし
ながら、どのように表すかについて考えている。

第３時の評価規準 「思考・判断・表現（発想や構想の能力）」を例に

具体的にする

５．題材の指導計画（指導と評価の計画）をもとに、本時の評価規準を具体的にする

木片の形や木目の方向、模様や色などの組合せによる感じなどを基に、様々な形の木を切った
り組み合わせ直したりして、立ち上がってきたイメージに近づけるために、どのように表すか
について考えている。

【C児童】
同じ形の木片を机上にならべて楽しんでいる。

【B児童】
角ばった形の木片を集め、大きな塊の周りに
くっつけている。木目の方向を気にしながら、
長い木片をどこに組み合わせるか考えている。

「おおむね満足できる状況」と評価

木材を切って様々な形の材料を準備させる。
いろんな角度から見ながら、積み上げたり
接着したりさせて、形の組合せを楽しむ経
験を積ませる。

「努力を要する状況」と評価

○C生徒は、発想の段階で様々な形を組み合わ
せて表すことについて理解できていない可能性
がある。それに伴って、表したことが十分に立
ち上がっていないことが予想される。

※□児童の学習状況を把握して指導に生かす。 全員の学習状況を把握し、記録に残す。

時 ねらい・学習活動

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に
取り組む態度 評価の方法

知識 技能
発想や
構想 鑑賞

１ ・のこぎりの使い方を知り、木をいろい
ろな長さや形に工夫して切る。

・のこぎりを適切に扱う。
【観察】

２

３ ・切った（木片）を並べたり組み合わせ
たりしながら、表したいことを見付け、
どのように表すかについて考える。

【観察】
【対話】
【作品】４

５

・さらに木を切って組み合わせるなどし
ながら、表したいことに合わせて表し
方を工夫して表す。

・作品カードに自分の作品のよさや面白
さ、表し方の工夫などについて書く。

【観察】
【対話】
【作品】

６

・自分たちの作品を見て、感じ取ったり
考えたりしたことを友人と話し合いな
がら、自分の見方や感じ方を広げる。

【観察】
【対話】
【作品】

【作品カード】

知

技

発

鑑

技

発

態

態

題材の評価規準をそのまま活用する
場合もありますが、子どもの学習状況
をつかむには、より具体化することが
大切です。



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①食事の役割が分かり、日常の食事の
大切さについて理解している。

・調理に必要な材料の分量や手順が
分かり、調理計画について理解してい
る。

・我が国の伝統的な配膳の仕方につ
いて理解しているとともに、適切にで
きる。

②伝統的な日常食である米飯及びみ
そ汁の調理の仕方を理解しているとと
もに、適切にできる。

おいしく食べるために米飯及びみそ汁
の調理計画や調理の仕方について問
題を見いだして課題を設定し、

③様々な解決方法を考え、

④実践を評価・改善し、

⑤考えたことを表現するなどして課題を
解決する力を身に付けている。

家族の一員として、生活をよりよくしよう
と、食事の役割、

⑥伝統的な日常食である米飯及びみそ
汁の調理の仕方について、課題の解決
に向けて主体的に取り組んだり、振り
返って改善したりして、

⑦生活を工夫し、実践しようとしている。

題材指導計画の作成手順

１．指導内容（指導事項）を確認する ・・・・・ 「学習指導要領解説」を読みましょう！

２．題材の目標を設定する・・・・・・・・・題材でどんな力をつけるのか明確にしましょう！

３．題材の評価規準を設定する・・・・・評価のための判断のよりどころを決めよう！

～小学校家庭科 Ｂ衣食住の生活を例にして～

○家庭科では、学習指導要領の各項目に示される指導内容を指導単位にまとめて組織して題材を構成し、
教科目標の実現を目指しています。

○「学習指導要領解説のＰ１００～１０３に、指導内容が示されています。
○「ア」は知識及び技能、「イ」は思考力・判断力・表現力等です。

（例） Ｂ衣食住の生活
次の（１）から（６）までの項目について、課題をもって、健康・快適・安全で豊かな食生活、衣生活、住生活について考え、工夫する

活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。
（１）食事の役割

ア 食事の役割が分かり、日常
の食事の大切さと食事の仕方
について理解すること。

イ 楽しく食べるために日常の食
事の仕方を考え、工夫すること。

「学びに向かう力、人間性等」につ
いては、内容には示されていない
ので、家庭科の目標（３）に示され
ていることを参考にする。

○学習指導要領に示された教科の目標並びに題材で指導する項目及び指導事項を踏まえて設定します。
○２学年間を見通した題材配列と指導内容を参照し、指導事項の関連を図ります。

(1)食事の役割と食事の大切さ、我が国の伝統的な配膳、伝統的な日常食である米飯及びみそ汁の調理の
仕方について理解するとともに、それらに係る技能を身に付けるようにする。【知識及び技能】

(2)おいしく食べるために米飯及びみそ汁の調理計画や調理の仕方について問題を見いだして課題を設定し、
様々な解決方法を考え、実践を評価・改善し、考えたことを表現するなどして課題を解決する力を身に付け
るようにする。【思考力、判断力、表現力等】

(3)家族の一員として、生活をよりよくしようと、食事の役割、伝統的な日常食である米飯及びみそ汁の調理に
ついて、課題の解決に向けて主体的に取り組んだり、振り返って改善したりして、生活を工夫し、実践しよう
とする態度を育てる。【学びに向かう力、人間性等】

○「内容のまとまりごとの評価規準（例）」から題材において指導する項目及び指導事項に関係する部分を抜
き出し、評価の観点ごとに整理・統合、具体化するなどして作成します。

【例】題材名 おいしく作ろう 伝統的な日常食 ごはんとみそ汁（第５学年）

４．指導と評価の計画を作成する

５．題材の指導と評価の計画をもとに、本時の評価規準を設定する

学習活動に応じて題材の評価規準を具体化したものを指導と評価の計画に記載します。

題材の指導と評価の計画（例） （全10時間）

小
題
材

時

間
学習活動

評価規準 ◆評価方法

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に
取り組む態度

自
分
の
食
事
を
見
つ
め
よ
う

1

日常の食事を振り返
り、食事の役割につ
いて話し合う。
外国の食卓と日本の
食卓の写真を比較し、
米飯とみそ汁を日常
的に食べている理由
や米飯とみそ汁のよ
さについて考える。

① 食事の役割が分かり、日
常の食事の大切さについ
て理解している。

◆学習カード
＊ペーパーテスト
・ 米飯及びみそ汁が我が
国の伝統的な日常食で
あることを理解している。

◆学習カード

家
族
と
食
べ
る
お
い
し
い
ご
は
ん
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
み
そ
汁
を
作
ろ
う

7

オリジナルみそ汁の
条件を確認し、材料
の分量、実の組み合
わせや切り方を考え
る。

実の種類
■加熱して柔らかくする
必要があるもの

■香りを大切にするも
の

■温めるだけでよいも
の

調理台や加熱用調
理器具の効率のよい
使い方を確認し、各
自が試し作りの調理
計画を立てる。

※ 前時の行動観察や確認
テストの結果を指導に生
かす。

③ おいしく食べるために米
飯及びみそ汁の調理計
画について考え、工夫し
ている。
◆調理計画・実践記録表

④ おいしく食べるために米
飯及びみそ汁の調理計
画や調理の仕方につい
て、実践を評価したり、改
善したりしている。
◆調理計画・実践記録表

⑤ おいしく食べるために米
飯及びみそ汁の調理計画
や調理の仕方についての
課題解決に向けた一連の
活動について、考えたこと
を分かりやすく表現してい
る。
◆行動観察

⑥ 伝統的な日常食である
米飯及びみそ汁の調理
の仕方について、課題解
決に向けた一連の活動
を振り返って改善しようと
している。
◆ポートフォリオ
◆調理計画・実践記録表
◆行動観察

⑦ 伝統的な日常食である
米飯及びみそ汁の調理
の仕方について工夫し、
実践しようとしている。
◆ポートフォリオ
◆調理計画・実践記録表
◆行動観察

8
・
9

各自が調理計画に
基づき、実習する（２
人１組で実践交流し、
相互評価する）。
気づいたことを実践
記録表に記入する。

② みそ汁の調理に必要な
材料の分量や計量、調理
の仕方について理解して
いるとともに、適切にでき
る。

◆行動観察
◆調理計画・実践記録表

10

実習を振り返り、ペア
で改善点を確認する。
家庭で米飯とオリジ
ナルみそ汁を一人で
調理することを想定
し、できあがりの時間
を考え、調理計画を
立てる。
グループで交流し、
調理計画を改善する。

おいしく作ろう 伝統的な日常食 ごはんとみそ汁（第５学年）

①～⑦の番号は、
題材の評価規準の

番号に対応してい
ます。

○本時の評価規準は、題材の指導と評価の計画に設定したものを、そのまま使用します。
○努力を要する生徒への手立てを想定しておくことが大切です。

評価の観点 おおむね満足できる（B） 努力を要する
生徒への手立て

思考・判断・表現
おいしく食べるために米飯及びみそ汁の調理計画や調
理の仕方についての課題解決に向けた一連の活動につ
いて、考えたことを分かりやすく表現している。

友達の考えを参考にするよう促したり、調理計
画や調理の仕方を一緒に確認するなど、個に応
じた指導をする。

家庭



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①タグラグビーの行い方につ
いて、言ったり書いたりし
ている。

②ボールを持ったときにゴー
ルに体を向けることができ
る。

③味方にボールを手渡したり、
パスを出したり、ゴールに
ボールを持ち込んだりする
ことができる。

①攻めを行いやすいようにする
などの規則を選んでいる。

②ボールを持っている人とボー
ルを持っていない人の役割を
踏まえた作戦を選んでいる。

③パスを出したり、ゴールに
ボールを持ち込んだりすると
きの工夫を友達に伝えている。

①ゲームに進んで取り組もうとして
いる。

②規則を守り、誰とでも仲よくしよ
うとしている。

③用具などの準備や片付けを、友達
と一緒にしようとしている。

④ゲームの勝敗を受け入れようとし
ている。

⑤友達の考えを認めようとしている。
⑥場や用具の安全を確かめている。

早わかり！単元計画の作成手順
１．指導内容（指導事項）を確認する ・・・・・ 「学習指導要領解説」を読みましょう！

２．単元の目標を設定する・・・・・・・・・単元でどんな力をつけるのか明確にしましょう！

３．単元の評価規準を設定する・・・・・評価のための判断のよりどころを決めよう！

～小学校 体育 第３学年
ゴール型ゲーム「タグラグビー」を例にして～

○指導するべき内容を指導者が分かっていなければ、子どもに力をつけることはできません。
○ 「学習指導要領解説」には、下のように指導内容が示されています。
○(1)は、知識及び技能です。(2)は、思考力、判断力、表現力等です。(3)は、学びに向かう力、人間性
等です。

(1)ゴール型ゲーム（タグラグビー）の行い方を知るとともに、基本的なボール操作とボールを持たない動
きによって、易しいゲームをすることができるようにする。

(2)規則を工夫したり、ゲームの型に応じた簡単な作戦を選んだりするとともに、考えたことを友達に伝え
ることができるようにする。

(3)運動に進んで取り組み、規則を守り誰とでも仲よく運動したり、勝敗を受け入れたり、友達の考えを認
めたり、場や用具の安全に気を付けたりすることができるようにする。

○上記の指導内容をもとに、必要な記述を抜き出して単元の目標を設定します。
○(1)が知識及び技能。(2)が思考力、判断力、表現力等。(3)学びに向かう力、人間性等です。
○単元の目標の語尾は、「～することができるようにする」と表記します。

体育では、下のような評価規準のフォーマットが示されています。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・知識の文末を「～している」、
技能の文末を「～できる」とし
て、評価規準を作成する。

・文末を「～している」として、評
価規準を作成する。

・安全の文末を「～している」、安全以
外の文末を「～しようとしている」と
して、評価規準を作成する。

○上表には、１２この評価規準があります。次に、この１２こを単元の指導計画に従って分配していきます。

(1)次の運動の楽しさに触れ、その
行い方を知るとともに、易しい
ゲームをすること。
ア ゴール型ゲームでは、基本的

なボール操作とボールを持たな
いときの動きによって、易しい
ゲームをすること。

(2)規則を工夫したり、ゲームの
型に応じた簡単な作戦を選ん
だりするとともに、考えたこ
とを友達に伝えること。

(3)運動に進んで取り組み、規則
を守り誰とでも仲よく運動を
したり、勝敗を受け入れたり、
友達の考えを認めたり、場や
用具の安全に気を付けたりす
ること。

指導内容の例示を確認しながら、フォーマットに則って設定します。

ゲームについて、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等

味方にボールを手渡したり、パスを出したり、ゴールにボールを持ち込んだりすることができる。

【単元の評価計画にある第５時の評価規準（知識・技能）】＝【具体的にした第５時の評価規準】

Ｃ児
「ボールを誰もいないところに

放り投げたり、トライしたり
することができていない。」

Ａ児
「味方が捕りやすいパスをした

り、トライしたりを何度も繰
り返すことができるている。」

「おおむね満足できる状況」と評価
（評価規準）

「努力を要する状況」と評価

仲間を見てからボールの手渡しや
パスをしたり、ボールを持つ人の
すぐ後ろについてもらったりする
ような声かけ・練習の支援を行う。

４．指導と評価の計画を作成する

５．本時の評価規準をもとに、「十分満足できる状況」や「努力を要する状況」を想定する

○評価規準を設定する場合、指導内容の例示を参考にします。子ど
もの実態を把握し、どのレベルを評価規準（Ｂ）とするかが大切です。
○Ｃ児は、タグラグビーの基本的なボール操作（パスを出す、パスを
もらう、トライする）等ができていません。だから、適切な支援が必要
となります。

○単元の評価計画を単元の展開計画と合わせて作成していきます。
○全８時間の中で、何時間目にどの観点のどの評価規準について、どのような方法で評価するのか計画を立てます。
○１時間に行う評価の数は、１～２つに設定します。２つ評価する場合は、評価方法を別にするのが有効です。

単元の指導計画（例） 小学校３学年体育 ゴール型ゲーム「タグラグビー」

時間 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

ね

ら

い

学習の進
め方の見
通しをも
つ。

基本的なボール操作を身に付け、ルー
ルを覚えて取り組む。

チームに合った簡単な作戦を選んで取
り組む。

タグ
ラグビー
大会

学

習

活

動

1 学習内
容と本時
のねらい
の確認
・１時間
の流れ
と・規則
を確認。

2 試しの
ゲーム
・作戦を
選び、役
割分担を
行う。

3 整理運
動・振り
返り・片
付け

1 用具や場の準備、準備運動

2 本時のねらいの確認

3 補強運動
・基本的なボール操作を身に付ける。

4 ゲーム① ※全て易しいゲーム
・ゲームのルールを覚える。

5 チームの話合い及びチーム練習

6 ゲーム②
・話し合ったことを実行したり、
ルールを意識したりして取り組む。

7 整理運動・振り返り・片付け
・チームの工夫やよさについて発表
したり、学習カードに記入したり
する場を設ける。

1 用具や場の準備、準備運動

2 本時のねらいの確認

3 補強運動
・チームで作戦の動きを確認する。

4 ゲーム①
・作戦を選んでゲームをする。

5 チームの話合い及びチーム練習

6 ゲーム②
・話し合ったことを実行したり、
作戦を振り返ったりして取り組む。

7 整理運動・振り返り・片付け
・チームの工夫やよさについて発表
したり、学習カードに記入したり
する場を設ける。

1 用具や
場の準備、
準備運動

2 本時の
ねらいの
確認

3 タグラ
グビー大
会

4 整理運
動・振り
返り・片
付け

評

価

の

重

点

知
①

(カード)
②

(観察)

③
(観察・
ICT)

思
①

(カード)
②

(カード)

③
(観察・
ICT)

態
①

（観察）
⑥

（観察）
②

（観察）
③

(カード)
⑤

(カード)
④

（観察）

Ｂ児
「味方にボールをパスしたり、

トライしたりすることができ
るている。」

「十分満足できる状況」と評価

体育は、具体的にしたものを単元の評価規準として設定しているので、基本的に再設定は行いません。

※知…「知識・技能」、思…「思考・判断・表現」、態…「主体的に学習に取り組む態度」

体育



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

＜知識＞
I/He/She can ～. Can you ～?など、自分や相手、
第三者ができることやできないことを表す表現や
その尋ね方、答え方について理解している。
＜技能＞
自分や相手、第三者ができることやできないこと
について、I/He/She can ～. Can you ～?などの表
現を用いて、自分の考えや気持ちなどを含めて話
す技能を身に付けている。

相手に自分や第三者のことをよく
知ってもらうために、自分や相手、
第三者ができることやできないこ
となどについて、自分の考えや気
持ちなどを含めて話している。

相手に自分や第三者のことをよく
知ってもらうために、自分や相手、
第三者ができることやできないこと
などについて、自分の考えや気持ち
などを含めて話そうとしている。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

＜知識＞
【言語材料】について理解している。
＜技能＞
【事柄・話題】について、【言語材料】などを用
いて、【内容】を話す技能を身に付けている。

【目的等】に応じ、【事柄・話
題】について、簡単な語句や基本
的な表現を用いて【内容】を話し
ている。

【目的等】に応じ、【事柄・話題】
について、簡単な語句や基本的な表
現を用いて【内容】を話そうとして
いる。

相手に自分や第三者のことをよく知ってもらうために、できることやできないことなどについて聞いたり、自分の考
えや気持ちを含めて話したりすることができる。また、文字には音があることに気付くとともに、アルファベットの大文
字・小文字を活字体で書くことができるようにする。

早わかり！単元計画の作成手順

１．指導する領域別目標を確認する ・・・・・ 「学習指導要領」を読みましょう！

２．単元の目標を設定する・・・・・・・・・単元でどんな力をつけるのか明確にしましょう！

３．単元の評価規準を設定する・・・・・評価のための判断のよりどころを決めよう！

○ 外国語活動では「聞くこと」「話すこと［やり取り］」「話すこと［発表］」の３つ、外国語科では「聞くこと」「読むこと」「話
すこと［やり取り］」「話すこと［発表］」「書くこと」の５つが、領域別目標として設定されています。

○ 指導すべき内容の領域別目標を指導者が分かっていなければ、子どもに力をつけることはできません。
○ 「学習指導要領」には、外国語科において、下のように領域別目標が示されています。

○ 領域別目標をしっかり理解した上で、単元の目標を設定します。
○ 各学校が設定する学習到達目標（CAN-DOリスト）をもとに、英語を用いて何ができるようになるのかをあらかじ
め明らかにします。

外国語活動・外国語科では、思考・判断・表現と主体的に学習に
取り組む態度には深い関わりがあることから、文末を太字下線
部のように対の形で示し、両者を一体的に評価することができる
こととしています。

外国語科では、下のような評価規準のフォーマットが示されています。

指導内容を確認しながら、フォーマットに則って設定します。

～小学校 外国語科 第５学年
We Can! 1 Unit 5を例にして～

聞くこと
イ ゆっくりはっきりと話されれば、日常生活に関する身近で簡単な事柄について、具体的な情報を
聞き取ることができるようにする。

読むこと イ 音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現の意味が分かるようにする。

話すこと
［発表］

イ 自分のことについて、伝えようとする内容を整理した上で、簡単な語句や基本的な表現を用いて
話すことができるようにする。

書くこと ア 大文字、小文字を活字体で書くことができるようにする。

本資料で例示する単元：We Can! 1, Unit 5「She can run fast. He can sing well.」
各教科書会社の関連単元：

Junior SUNSHINE 5（開隆堂）, Lesson 4「Can you do this?」
NEW HORIZON Elementary English Course 5（東京書籍）, Unit 4「He can bake bread well.」
ONE WORLD Smiles 5（教育出版）, Lesson 5「I can run fast.」

本単元では、記録に残す評価は「話すこと［発表］」のみとしています。「聞くこと」「読むこと」「書くこと」については、目

標に向けての指導を行い、本単元以降で記録に残す評価を実施します。どの単元で、どの領域についての記録に残す
評価を実施するのかを考え、計画的な評価を行うことが大切です。
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時 学習活動 評価規準 評価の方法

１
○ 動作を表す語や「できる」「できない」とい

う表現を理解する。
＜知識・技能＞
動作を表す語や、できることやできないことを
表す表現について、聞いたり言ったりしている。

【行動観察】

２
○ 動作を表す語やあることができるかどうかに

ついて、聞いたり話したりする。
○ アルファベットの文字を活字体で書く。

＜知識・技能＞
動作を表す語や、できることやできないことを
表す表現について、正しく聞き取っている。

【記述分析】

３
○ あること（スポーツ、趣味、特技等）ができ

るかどうかを友だち（ペア）で尋ね合う。
○ アルファベットの文字を活字体で書く。

＜知識・技能＞
スポーツ、趣味、特技等ができるかどうかを尋
ねたり答えたりしている。

【記述分析】

４
○ あること（スポーツ、趣味、特技等）ができ

るかどうかを、学級の友だちと尋ね合う。
○ アルファベットの文字を活字体で書く。

★＜知識・技能＞
スポーツ、趣味、特技等ができるかどうかを尋
ねたり答えたりしている。

【行動観察】
【記述分析】

５

○ 第三者ができることやできないことについて
話を聞く。

○ アルファベットの文字の読み方には、名称の
ほかに音があることに気付く。

＜知識・技能＞
第三者を紹介するためのHe/Sheを使った表現に
ついて、正しく聞き取っている。

【記述分析】

６

○ 第三者についてできることやできないことを
話す。

○ アルファベットの文字の読み方には、名称の
ほかに音があることに気付くとともに、アル
ファベットの活字体を書く。

★＜知識・技能＞
友だちについて、He/She can ～. He/She can’t 
～.などの表現を用いて、できることやできな
いことを話している。

【行動観察】

７
８

○ 自分や身近な先生のことをよく知ってもらう
ために、できることやできないことなどにつ
いてインタビューを行い、自分の考えや気持
ちも含めて友達に紹介する。

• 第７時：ペアの相手を替えながらグループ内
で話し、アドバイスをし合って次時に向けて
改善を図る。

• 第８時：学級全体の前でスピーチをする。
○ アルファベットの文字を見て、その音とその

音で始まる動物を言う。

★＜思考・判断・表現＞
≪自分や身近な先生のことをよく知ってもらう
ために、できることやできないことなどについ
て、自分の考えや気持ちなどを含めて≫話して
いる。
＜主体的に学習に取り組む態度＞
≪同上≫話そうとしている。

【行動観察】

５年 We Can! 1, Unit 5「She can run fast.He can sing well.」

【C児】
Hello. Okada sensei, Okada sensei.（似顔絵を指しながら）
She can … tennis. Nice! Tennis, OK. Good. （ジェスチャーを付
け，ガッツポーズもしながら）
She … can … swim. I can … swim. Yes, swim!（OK のマークを
手で示しながら）

【B児】
Hello. Hori sensei, this is Hori sensei.
He can run fast. … Nice. I, … I can’t run fast.
He can swim. I can’t swim. I don’t like swim. I 
don’t like sports. Thank you.

「おおむね満足できる状況」と評価

Small Talk等で児童にCan you ～?と尋ね、答えに応じて指導
者がI can(can’t)～. と自分のことを加えて言い、児童が何度も

聞く機会を設ける。

「努力を要する状況」と評価

単元の指導計画（例）

４．指導と評価の計画を作成する
○ 単元の評価規準では「知識・技能」を分けていますが、理解した「知識」を使うことができる「技能」として、
１時間の授業において両者を一体的に評価することができます。

○ 単元末に進むにつれて、評価規準を、単元で目指す児童の姿へと近づけていきます。

○ 評価計画に設定したものを、そのまま活用する場合もありますが、子どもの学習状況をつかむには、より具体化す
ることが大切です。

○ C児は、自分や第三者のことを何とか伝えようとしています。しかし、既習の表現を適切に用いて、先生ができること
やできないこと、自分のことや感想を含めて話していません。だから、適切な支援が必要なのです。

○ 授業中の評価に加え、学期に１回程度のパフォーマンス評価において、総括的な評価を行うことも考えられます。

５．単元の指導計画（指導と評価の計画）をもとに、本時の評価規準を具体的にする

インタビュー結果をもとに、スポーツや趣味、特技など、先生ができることやできないことについて、自分
のことや感想も含めて友だちに発表している。

【具体的にした第７・８時の評価規準 ＜思考・判断・表現＞】

★は、記録に残す評価を行うことを示
しています。



早わかり！道徳科の授業作成手順
１．指導内容（内容項目）を確認し、ねらいを検討する・・・・・学習指導要領解説を読む

２．指導内容（内容項目）やねらいに関わる児童生徒の実態を明らかにする

３．教材を吟味する・・・・・児童生徒に考えさせたい道徳的価値に関わる事項を検討

～内容項目「規則の尊重」
「雨のバス停留所で」を例にして～

解説では、（１）内容項目の概要 と（２）指導の要点が示されています。

例えば、中学年の「規則の尊重」においては、「約束や社会のきまりの意義
を理解し、それらを守ること」とあり、『社会のきまり』が一つキーワードと
なっています。この段階では、身近な生活の中で、約束や社会のきまりと公共
物や公共の場所との関わりについて考えることが少ないことを踏まえ、指導に
当たっては、約束や社会のきまりの意義やよさについて理解し、それらを守る
ように指導していくことが大切です。

該当の学年だけでなく、小学校低学年から中学校までを見通して、内容項目についての
理解を深め、ねらいとする道徳的価値について、授業者の明確な考えをもちましょう。

「きまりを守る」ことについて、今の児童の現状を把握します。これまでの教育活動や指導
場面を振り返り、その結果として、児童のよさや課題を確認します。
例えば、「きまりは生活の自由を制限するもので、肯定的に受け止められていない」という

実態があるならば、ねらいは、「きまりを守ることが、みんなが気持ちよく生活できるように
なることに気付かせ、社会のきまりを守ろうとする心情を育てる」等が考えられます。
あるいは「周囲に目が向けられず、自己中心的な言動により、きまりが守られていない」と

いう実態があるならば、ねらいは、「きまりの意義を理解し、みんなのことや周りの状況を考
えて、きまりを守ろうとする判断力を育てる」等が考えられます。
このように児童の実態を把握することで、本時で学ばせたいことが明確になってきます。

本時の道徳科の授業では、児童生徒の実態に基づき、どの道徳性の諸様相 に
焦点を当てて授業をするのか決めるようにします。

学校教育における道徳性の捉え方（道徳性の諸様相）

道徳的判断力 それぞれの場面で善悪を判断する能力

道徳的心情 道徳的価値の大切さを感じ取り、善を行うことを喜び、悪をにくむ感情

道徳的実践意欲 道徳的判断力や道徳的心情を基盤とし、道徳的価値を実現しようとする意志の働き

道徳的態度 道徳的判断力や道徳的心情に裏付けられた具体的な道徳的行為への身構え

ねらいとする道徳的価値（規則の尊重）についての、授業者の明確な意図、児童生徒の実態をもとに、
教材「雨のバスの停留所で」をどのように活用し、どのような学習を行うのかを明らかにします。

いつもと違う母親の横顔を
見ながら、自分の行動を振
り返る場面。

よし子は軒下に順番に並んで
いたが、バスが来るとバス停
に走っていくという場面

読み物教材では、道徳的価値に関わるどんな問題が起きているのか、その出来事
に道徳的価値がどのように関わっているのかをとらえ、ねらいに関わって、児童生徒
に一番考えさせたい場面を想定し、発問等を考えます。

「心情を育てる」
ことをねらいと
した場合

「判断力を育てる」
ことをねらいと
した場合

中心発問 よし子は、母親の横顔を見な
がら、何を考えていたのでしょうか。

中心発問 よし子の行為は、いけない
ことなのか。

※次ページでは、「心情を育てる」ことをねらいとした学習展開の例を示しています。

４．学習指導過程を作成する（新大分スタンダードとの関係も含む）

５．本時において、期待する児童生徒の学習状況を明確にする（評価の着眼点）

学習の段階 学習活動や主な発問

導入
・児童生徒の興味関心を高め、

ねらいとする道徳的価値に
向けて動機付けを図る段階

○実態や問題を知る

展開

・ねらいを達成するための中
心となる段階

・中心的な教材によって、ね
らいとする道徳的価値につ
いてじっくり考える段階

・ねらいに対する思いや願い、
課題を培うために、現在の
自分を見つめる（設定しな
い場合も考えられる）

○教材を活用して道徳的価値を理解し、よりよい生き方を考える

※児童の考えを深めたり広げたりする補助発問を準備しておく

終末

・ねらいに対する自分なりの
思いをあたためたり、更に
深く心にとどめたりして、
今後の発展につなぐ段階

○よりよい生き方の実現への思いや願いを深める

めあて きまりやマナーについて考えよう

※学習指導過程にあるめあてや中心発問（課題）、まとめ、振り返り等は、一例です。

中心発問につなげるための基本発問
よし子は、どんな気持ちでバス停にかけよったのでしょうか。

中心発問 よし子は、母親の横顔を見ながら、何を考え
ていたのでしょうか。

まとめ
・世の中には目に見えないきまりやマナーがあることについて
・周りの人の気持ちを考えながら行動することの大切さについて

振り返り
みんなのことを考えて約束やきまりを守っているか振り返ろう

教材を提示する工夫（例） 話合いの工夫（例）

道徳科の評価は、道徳性が育ったかどうかを評価するのではありません。道徳性につながっていくような学

習状況がみられたかどうかを把握します。学習状況とは、道徳科の目標に示されている学習活動における児童
の発言や記述等のことです。本時における期待する学習状況を明確にし、評価の着眼点を設定しましょう。

【ねらいの構造】 ※特に決められた形式はありませんが、次の３つの要素で書くことが考えられます。

「学習の中心的内容」・・・母親の横顔をじっと見つめるよし子について

「学習活動」・・・・・・・・・・・自分事として考えたり、善し悪しを判断したりする学習活動を通して

「道徳性諸様相」・・・・・・・きまりやマナーを守ろうとする心情を育てる。

ねらいの３つの
要素にうち「学
習活動」の部分
を評価の着眼
点にします。

【評価の着眼点】
よし子の行為について、自分事として考えたり、きまりやマナーを様々な視点から発言したりしている。

【評価の方法】（いつ、どのようにして）
・グループ学習の様子や全体での発言から見取っていく。（机間指導と意図的指名） ・ワークシートの記述から見取っていく。

ねらい、実態、教材、学習指導過程に応じて、適切な指導方法を選択し、工夫しましょう。

「NITSオンライン研修（道徳教指導者養成研修）」資料より

１～３を通して、指導の意図が明確になったら、授業の指導の流れ（学習指導過程）を考えていきます。



（１） 「内容のまとまり」をもとに、単元全体を見通して、単元の目標を作成する。

①住吉川の環境について調べたり、その保全に向けた活動に協働して取り組んだりすることを通して、②環境保全に関する
具体的な取組について考え、③環境を守る活動を続ける人々や組織の意図や願いを理解するとともに、④住吉川とのつな
がりを意識しながら行動したり生活したりできるようにする。

２．単元の評価規準を作成する

【単元の評価規準】（例）

１．単元の目標を作成する 【A小学校における総合的な学習の時間における内容のまとまり（例）】

早わかり！ 単元計画の作成手順

単元の評価規準を作成する際には、単元で行う学習活動やどのような資質・能力を重視するかによって、
具体的に記述することが求められます。

各学校の総合的な学習の時間の目標及び内容
は、学習指導要領が定める目標を踏まえて定めるこ
ととされ、各学校の全体計画に明記しています。
この「内容のまとまり」を踏まえて具体的な学習対

象や学習活動を定め、教師が意図やねらいをもって
作成するのが単元計画です。
ここでは、住吉川の環境とそれに関わる人々を学

習対象として単元計画を作成しています。

この例では、４つの要素を構造的に配列して作成しています。
①探究課題を踏まえた単元において 中心となる学習対象や学習活動
②単元において重視する「知識及び技能」
③単元において重視する「思考力、判断力、表現力等」
④単元において重視する「学びに向かう力、人間性等」

～小学校 総合的な学習の時間 第４学年
「川の美しさを取り戻そう」を例にして～

（２）「内容のまとまりごとの評価規準」をもとに、具体的な学習活動における目指すべき児童の学習の姿を想定し、
単元の評価規準を作成する。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
①住吉川の環境には、独自の特徴があ
ることを理解するとともに、その環境を
後世に残していこうと活動を続けている
人や組織の存在、思いに気付いてい
る。

②住吉川にすむ生物の状況を捉えるた
めに、生物種や生息環境に応じた方
法でフィールドワークを実施している。

③住吉川の環境と自分たちの生活には
関連があると理解できるのは、川とそこ
に生息する生き物との関係を探究的
に学習してきたことの成果であると気付
いている。

①住吉川の上流と中・下流の様子の比
較から、河川の状況と生物との関わり
について課題を設定するとともに、解決
に必要な調査方法を明確にしながら
フィールドワークの計画を立てている。

②住吉川の現状をよりよく理解するため
に必要な情報を、調査する対象に応
じた方法を選びながら収集している。

③住吉川の環境を守る活動を進めるた
めに、事象を比較したり関連付けたり
して理由や根拠を明らかにし、具体的
な活動を決定している。

④川の環境保全に向けた自分の考えを、
表現方法の特徴や表現の目的に合
わせて分かりやすくまとめている。

①住吉川とそこに住む生物の関係を明
らかにするという目的に向け、自分自
身で設定した課題の価値を理解して
いる。

②自分と異なる意見や考えを生かしな
がら、協働的に探究活動に取り組ん
でいる。

③自分と川や地域の人々等とのつなが
りに気付き、地域の活動に参加すると
ともに、地域のためにできることを考え
行動している。
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３．指導と評価の計画を作成する

住吉川の上流と中・下流の様子の比較から、河川の状況と生物との関わりについて課題を設定するとともに、解決に必要な
調査方法を明確にしながらフィールドワークの計画を立てている。

評価規準「思考・判断・表現①」

【A児の課題カードの記述】
住吉川のそばを歩いていると、油がういていたり、まわりにゴミが落ちていたりしていて、よごれていることが分かりました。別の日に、家の

人や友達、先生といっしょに川の上流に行ってみました。すると、たくさんのホタルが飛んでいました。そこにはホタルのほかにもいろいろな
生き物がいました。川の上の方にだけホタルがいたので、ホタルはどんなところに住んでいるのだろうと思いました。

探検を実施

「単元の評価規準」の指導計画への位置付けについては、総括的な評価を行うためにも、
児童の姿となって表れやすい場面、全ての児童を見取りやすい場面を選定することが大切です。

【指導と評価の計画（全７０時間）】の例

４．単元の指導計画（指導と評価の計画）をもとに、本時の評価規準を具体的にする
地域の住吉川を探検する体験活動を通して、子どもたちが川の問題状況を把握し、そこでの気付きを出し合い共有する
中で、自分たちが解決を目指す課題をつくり出すことをねらった場面の評価について考えてみます。

小単元名 ねらい・学習活動 知 思 態 備考
（評価方法）

１
住吉川の様

子をさぐろう。
（１５時間）

・川の中流、下流、上流のそれぞれを探検し、それぞれの特徴をまとめる。
・ホタルがいる上流の様子と、油や泡、ゴミなどがある中・下流の様子を比
較する。

① ・行動観察
・記録シート

・比較から生じたギャップから問題状況を捉え、「川の美しさを取り戻そう」と
いう単元を通した課題を設定する。

① ・発言内容
・課題カード

２
住吉川の美

しさを取り戻す
ための活動を考
えて実行しよう。
（３５時間）

・川の美しさを取り戻すための活動を進めるために、必要な情報を川の調査
や周辺住民へのインタビューから集める。

・川の環境を守る取組を進めている「ホタルを増やす会」の人の話を聞く。

② ② ・行動観察
・調査シート

・調査したことや聞いたこと等を整理して、川の美しさを取り戻すための具体
的な活動を考える。

③ ・発言内容
・表現物

・川の美しさを取り戻すために考えた活動を実行する。 ② ・行動観察
・取組カード

３
地域とともに

活動を行い、こ
れからの自分た
ちの行動につい
て考えよう。
（２０時間）

・様々な人や組織が住吉川の環境保全に関わっていることを振り返る。 ① ・発言内容
・振り返りカード

・地域の人に川への関心を高めてもらうための活動を企画する。 ③ ・発言内容
・ワークシート

・家庭でできる川を汚さない方法を伝える、川掃除会を開催する、「ホタル
を増やす会」の活動に参加するなど、実行に向けた準備を進める。

④ ・発言内容
・ワークシート

・今後の自分たちと地域との関わりや環境との関わりについて、これまでの活
動を振り返ってまとめる。

③ ・発言内容
・作文カード

Ａ児は、住吉川の探検を通して川が汚れている状況を捉えています。さらに、川の上流ではホタルが見られたことから、生き物の存在
をもとに川の状態の違いを捉えています。川やホタルの様子について興味をもち始めた段階ですが、「河川の状況と生物との関わりにつ
いて課題をつくりだした」段階には至っていません。多くの児童でこのような学習状況が見られたことから、後日、ホタルの生態を調べる
学習活動を設定することとしました。

児童の学習状況から単元計画を変更し、ホタルの生態について調べる学習活動を設定
【A児の課題カードの記述（振り返り）】
ぼくたちはホタルが住む場所や食べ物などについて調べました。ホタルの幼虫はカワニナを食べます。このカワニナがきれいな川の底に住んでいることが

わかりました。たんけんした川の近くに、川をきれいにする活動をしている人たちがいることがわかる看板がありました。また、「ホタルを増やす会」があるこ
ともわかりました。ぼくも、ホタルをもっと増やすことができるように、よごれている今の住吉川を自分たちの力できれいにするためにできることをやってみた
い、と思いました。そのためには、ホタルが住んでいる場所とそうでない場所の違いをもっとくわしく調べなくてはなりません。ぼくは、えさになるカワニナが
住んでいる場所の水温や川底の様子について調べると、ホタルとの関係が分かると思うので、調べようと思います。

期待する児童の姿に迫るための学習活動を設定するとともに、児童の発話や振り返りなどから、学習状況を把握することが大切です。

総合



評価の観点
よりよい生活を築くための

知識・技能
集団や社会の形成者としての

思考・判断・表現
主体的に生活や人間関係を
よりよくしようとする態度

評価規準

みんなで楽しく豊かな学級
や学校の生活をつくるため
に他者と協働して取り組む
ことの意義を理解している。
合意形成の手順や深まりの
ある話し合いの進め方を理
解し、活動の方法を身に付
けている。

楽しく豊かな学級や学校の生
活をつくるために、問題を発
見し、解決方法について多様
な意見のよさを生かして合意
形成を図り、信頼し支え合っ
て実践している。

楽しく豊かな学級や学校
の生活をつくるために、
見通しをもったり、振り
返ったりしながら、自己
のよさを発揮し、役割や
責任を果たして集団活動
に取り組もうとしている。

早わかり！単元計画の作成手順

１．指導内容（指導事項）を確認する ・・・・・ 「学習指導要領解説」を読みましょう！

２．単元の目標を設定する・・・・・・・・・単元でどんな力をつけるのか明確にしましょう！

◇学級活動（１）で育成を目指す資質・能力を確認する。
○学級や学校の生活上の諸問題を話し合って解決することや他者と協働して取り組むこと
の大切さを理解し、合意形成の手順や活動の方法を身に付けるようにする。

○学級や学校の生活をよりよくするための課題を見いだし、解決するために話し合い、多
様な意見を生かして合意形成を図り、協働して実践することができるようにする。

○生活上の諸問題の解決や、協働し実践する活動を通して身に付けたことを生かし、学級
や学校における人間関係をよりよく形成し、他者と協働しながら日常生活の向上を図ろ
うとする態度を養う。

３．内容の評価規準を設定する・・・・・評価のための判断のよりどころを決めよう！

学級活動の内容は３つありますね。
（１）学級や学校における生活づくりへの参画
（２）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全
（３）一人一人のキャリア形成と自己実現 です。

学級活動（１）は「議題」に基づいて学級全体の「合意形成」を、
学級活動（２）（３）は「題材」に基づいて一人一人の「意思決定」を
目指しましょう。

◇内容・議題を定める
学級活動（１）「学級や学校における生活づくりへの参画」
議題 第５学年「がんばったね集会をしよう」

◇内容のまとまりごとの評価規準を各学校で定めておく
学級活動（１）「学級や学校における生活づくりへの参画」の評価の観点と規準の例

特別活動においては、特別活動の特質と学校の創意工夫を生かすという
ことから、設置者ではなく、「各学校で評価の観点を定める」としています。

各学校で定めた「評価の観点」に基づいて、「内容のまとまりごとの評価規
準」を作成するとともに、全教職員で共有することが大切です。

第５学年及び第６学年の評価規準

～学級活動 議題 第５学年「がんば
ったね集会をしよう」を例にして～ ４．指導と評価の計画を作成する 特別活動自体は他教科のような単元計画というもの

ではなく、年間を見据えた学校行事や学級活動と関
連付けて、「事前・本時・事後」の一連の活動と評価計
画をつくることが望ましいですね。

第５学年○組 学級活動（１）指導案
○年○月○日（○）第○校時
指導者 教諭 ○○ ○○

１ 議題「がんばったね集会をしよう」
学級活動（１） ア 学級や学校における生活上の諸問題の解決

２ 議題について
（１）児童の実態（略） （２）議題選定の理由（略）

３ 第５学年及び第６学年の評価規準（略）
４ 事前の活動

５ 本時の展開
（１）本時のねらい １年間の互いのがんばりを認め合う楽しい「がんばったね集会」をするために、集会の

内容を考えることができるようにする。
（２）児童の活動計画（略）
（３）指導計画

６ 事後の活動
がんばったね集会を行い、一連の活動を振り返り、自己評価をさせる。

日時 学習活動 指導上の留意点
◎目指す児童の姿

【観点】（評価方法）

○月
○日
帰り
の会

・提案ポストの議題の中から計画委員
会で選定した議題を決定する。

・計画委員会で選定した議題案をもとに、学
級全員で決定する。

◎がんばったね集会への
見通しをもち、意欲的に取
り組もうとしている。【主体
的態度】〈学級会ノート〉

（中 略）

○月
○日
昼休
み

・学級会ノートに目を通し、書かれた
意見を整理する。（計画委員会）

・学級全員が書いた学級会ノートに書かれた
意見の中から話合いの見通しがもてるように
助言する。必要に応じて短冊に記入する。
・学級会ノートに励ましの言葉等を記入し、
話合いの意欲を高める。

◎友達のがんばりを認め
合うことができる集会の内
容を学級会ノートに書いて
いる。【思考・判断・表現】
〈観察・学級会ノート〉

話合いの順序 指導上の留意点
◎目指す児童の姿
【観点】（評価方法）

１はじめの言葉
２計画委員の自己紹介
３議題の確認
４提案理由
５決まっていることの確認

・めあてをもって自分の役割に臨めるようにする。

・提案者の思いや願いを全員が理解し、学級
全員の問題であることを確認する。
＜話合いのめあて＞
「がんばったことを振り返ることができる集
会の内容と工夫を考えよう。」

６話合い ・司会が進行に困った時は方向性を示唆し、
児童の合意形成を方向付けるような助言はし
ない。
・自治的活動の範囲を超えそうな場合は、適
切に助言する。
・必要に応じて納得した上で、自分の意見を
変えるなど折り合いをつけて合意形成を図る
ことの大切さを助言する。

◎これまでの集会活動の
経験を生かしたり、友だち
の意見のよさを生かしたり
して、がんばったね集会の
内容や工夫について考え、
友だちの意見と比べて聞
いたりしている。【思考・判
断・表現】〈発言・観察〉

７決まったことの発表
８話合いの振り返り
９先生の話
10おわりの言葉

・よかった点や課題について自己評価し、友
だちのよかった点などについて相互評価でき
るように助言する。
・終末の助言では、前回の話合いと比べてよ
かった点、合意形成したことへの価値付けや
称賛、計画委員へのねぎらいなどを述べる。

（参考）「指導と評価の一体化のための学習評価
に関する参考資料（小学校特別活動）P44」

（国立教育政策研究所）

特別活動では、学級担任以外の教師も指導を行いますから、多面的・総合的に評価をするとともに、本時だけでな
事前・本時・事後の一連の学習過程の中で評価できるようにしたり、一定期間に実施した学級活動や学校行事を評
価規準に基づき、十分満足できる状況のときに指導要録に「○」を付けましょう。


